商品提案書　　　　２０１５.5.１０
	品　　　　　　　　　　　名
	薬　用

スポットピーチホワイトクリーム
	実売価格:　　　３.８００円(税別)

	
	
	卸価格:　　　     円(税別)

	
	
	分　　　　　　類:　　　医薬部外品


	有効成分
	トラネキサム酸・グリチルリチン酸ジカリウム

	その他の成分
	別紙　　　　　　　　　　

	内容量
	３０g　シュリンク包装　取説有り　PP袋入り

	医薬部外品承認番号
	22500DZX00317000   売価維持です。　JAN4580187032071

	効能・効果
	肌あれ、あれ性。日焼けによるしみ・そばかすを防ぐ。皮膚をすこやかに保つ。皮膚にうるおいを与える。皮膚を保護する。皮膚の乾燥を防ぐ。

	使用方法
	洗顔後、気になる部分にすり込むように適宜皮膚に塗布して下さい。

	生産国
	日　本/　※品切れの場合は約３週間かかります。

	発送単位
	２４個/ロット割れの場合運賃実費になります。JAN対応可

	条件
	開封後の返品はお受けできません。

	新発売　　　　　　　　　　　もうグロいとは言わせない。

バストトップやビキニラインはもちろん、ワキの下、ひじ、ひざなど全身の黒ずみをケアする専用クリームです。有名メーカー開発成分。メラニンの生成を抑える美白成分「トラネキサム酸」と紫外線や刺激によるダメージを和らげ肌荒れを防ぐ「グリチルリチン酸2K」という2つの薬用有効成分に加え、11種のブライトニング成分や保湿成分などを配合。気になる黒ずみに働きかけて、透明感のある柔らかな肌へ導きます。スーッとなじんでベタつかないので、つけた後すぐに下着や洋服を着てもOK。   　　
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●無香料・無着色・無鉱物油・ノンパラベン肌に優しい処方です。
[image: image3.jpg]


[image: image4.jpg]


[image: image5.jpg]





　発売元(有)ウインズ
デリケートゾーンと同じくらい「バストトップの黒ずみ」に悩み、コンプレックスを抱いている女性は多いようで、20～30代の日本人女性の９割以上が乳首の色にコンプレックスを抱いていると聞きます。実際、日本人女性の大多数が綺麗なピンク色とは程遠い色なのです。「デリケートゾーンやバストトップの黒ずみは遊んでる証拠」などという迷信を口にする人しかし、これが女性の悩みを更に深刻にしているようにバストトップの黒ずみの原因をご存知でしょうか。それは、自然に体内で生成されるメラニンという色素成分が沈着しているためです。メラニンは、紫外線や外的刺激から真皮を守るために生成されますが、バストトップの場合は、授乳する際に赤ちゃんが見つけやすいように、また、柔らかい先端部分を保護するため、色素が沈着しやすくできているのです。そして、バストトップの色は、「加齢」や「妊娠」によっても変化します。「加齢」については、お肌の新陳代謝が落ちるとお肌のターンオーバーも遅れて古い角質細胞とともにメラニン色素も残り、黒ずんでいきます。
有効成分　トラネキサム酸　　　販売の際、資生堂の社名NGです。
●２００２年、資生堂が外用剤「m-トラネキサム酸」として美白有効成分の承認を受ける。角質に浸透しなかったトラネキサム酸に、浸透力を付加した画期的な特許です現在、資生堂の特許存続期間が経過し、他社が美白有効成分として化粧品に配合できることになりました。販売の際、資生堂の社名NGです。
トラネキサム酸は、このメラノサイトの活性化を促すプラスミンの働きをブロックするという効果があります。つまり、シミを作るごく初期の段階で動きを抑えてくれる、頼もしい成分なのです。また、トラネキサム酸は「メラノサイトの活性化をブロック」する成分です。今あるシミを薄くするためには、肌の新陳代謝を促す成分などがバランスよく含まれている化粧品を選ぶことで、より効果を発揮するでしょう。美白成分トラネキサム酸の効果は、メラニン色素の生成を阻害するものなのですが、そのときメラニン色素を作り出してしまうメラノサイトに働きかけます。メラニン色素が生成される前の段階で力を発揮する成分なので、しみの原因を根本から予防してくれます。
有効成分 グリチルリチン酸ジカリウム
甘草の主成分は「グリチルリチン」です。グリチルリチンは甘草の根にもっとも含まれていて、抗炎症薬、抗アレルギー薬として用いられている成分ですが、そのカリウム塩である「グリチルリチン酸2K」は、医薬部外グリチルリチンの持つ抗炎症、抗アレルギー効果でニキビ予防や肌荒れ防止のためというのが多いと思いますグリチルリチン酸２Ｋ（甘草）を主剤有効成分とした医薬部外品の商品で、これが薬用となっています。効能効果は「抗炎症」です。つまり、お肌を沈静化して、しっかりと整えるという働きがあります。

その他の成分
ヒアルロン酸Na

代表的なムコ多糖類であり、コンドロイチン硫酸などと共に哺乳動物の結合組織に分布しています。結合組織内での機能として、細胞間に水分を保持し、また、組織内にゼリー状のマトリックス（格子形状）を形成して細胞を保持したり、皮膚の湿潤性と柔軟性を保ち、外力、および細胞感染を防止しています。表皮・真皮には、ビアルロン酸はコンドロイチン硫酸よりも多く存在し、このヒアルロン酸の水分保持が皮膚のみずみずしさに寄与しています。皮膚にみずみずしさがなくなり、シワができるのは皮膚の結合組織から水分を豊富に含むヒアルロン酸が減少するからと言われています。
シロクラゲ多糖体
シロキクラゲから抽出された、純天然の植物性多糖体。
　保水力が高く、ヒアルロン酸の1.５倍の水分を抱えることができ、アンチエイジング効果も期待できます。シロキクラゲは、世界三大美女の一人「楊貴妃」が美容を維持するために使用したと言われるキノコで、美肌の高級食材としても珍重されています。シロキクラゲから抽出される植物性多糖体は、1kgから5gしか取れない貴重な成分であり、自重の４８０倍の水分を抱える保水力を持っています。その力はヒアルロン酸の1.5倍にもなります。

ローズ水
ローズ水は成分的にはフラボノイド、タンニン、ビタミン類、糖類など水溶性保湿成分を多く含み、お肌をしっとりさせるだけでなくお肌 を引き締める収れん作用があり、乾燥から肌を守るとともにキメの整った状態に保つ効果があります。また、女性ホルモンを活性化し、エストロゲンの分泌もよくなるので、お肌がすべすべになると言われています。 

サクラ葉抽出液
老化の原因である糖化を防ぐことから注目を集めています。また、コラーゲンの産生を促進して肌にハリや弾力を与えたり、シミ・そばかすの原因とされるチロシナーゼの活性を抑制することによる美白効果も期待されています。
オウゴンエキス
オウゴンエキスとは、シソ科の植物コガネバナの根(オウゴン)から、水やアルコールなどで抽出したエキス。オウゴンエキスには、消炎、抗炎症、収斂、保湿、細胞賦活、抗アレルギー、抗菌などのはたらきがあるとされます。また、美容面では、ニキビなど皮脂の分泌の原因となる男性ホルモンを抑制し、ニキビなどの肌トラブルをおこしにくくします。エイジングケアとして、光加齢防止、UV防御、抗酸化（SOD様・過酸化物生成抑制）、美白といったはたらきも期待され、他の植物エキスとともに相乗効果を出すとされています。

カミモラエキス
カモミラエキスはカモミールともカミツレエキスとも呼ばれていますが、キク科のカミツレの花（カモミ

ル）から抽出された成分で、非常に肌に優しいことが特徴です。

保湿効果があり、肌を正常に整える働きを持っていますが、シミやそばかすの改善にも効果がある

ため、化粧品やコスメにも多く使用されています。カモミラエキスは、エンドセリンを抑制する効果を
持っています。それによって過剰なメラニン生成を防いでくれます。
ダイズエキス

マメ科植物のダイズの種子から抽出してつくられたエキスです。成分は、イソフラボン、サポニン、アミノ酸などが含まれています。保湿効果、美白効果、皮膚細胞の活性化作用があり加齢によるしわ、クスミなど肌のトラブル予防や、うるおいのある肌をつくる目的で化粧品に配合されています。



























イメージ画像




















